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シ
リ
ー
ズ

1]司 E

.. .... .... 
m 

業

⑨ 

-
下
水
道
の
役
割

-
周
辺
の
生
活
環
境
を
改
善
し
ま

す
。

生
活
、
生
産
活
動
に
伴
っ
て
生

ず
る
汚
水
が
住
宅
刷
辺
に

停
滞
し

て
い
る
と
蚊
や
ハ
エ
の
発
生
源
と

な
っ
た
り
、
悪
臭
の
原
因
と
な
り

周
辺
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に

「
私
た
ち
が
使
っ
て
汚
し
た
水
は
、
私
た
ち
の
責
任
で
き
れ
い
な
姿
に
よ
み
が
え
ら
せ
て
自
然

に
戻
し
た
い

。

」
川
内
町
は
、
潤
い
の
あ
る
水
辺
環
境
を
取
り
戻
し
、
次
の
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に

残
し
て
い
く
た
め
に
下
水
道
の
建
設
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
も
順
調
に
進
み
、
来
年
三
月
末
に
運
転
開
始
の

予
定
で
す
。

そ
こ
で
、
下
水
道
事
業
の
諸
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
て
ま
い

り
ま
す
。

初
回
は
下
水
道
の
役
割
と
川
内
町
の
下
水
道
事
業
計
画
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す

。

な
り
ま
す

。

川
内
町
に
お
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
の

家
庭
が
し

原
は
く
み
取
り
か
浄
化

槽
で
処
理
し
て
処
理
水

を
水
路
に
放
流
し
て
い

ま
す
が
、

一
方
生
活
雑

排
水
は
、
未
処
理
の
ま

ま
水
路
へ
放
流
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
未
処
理
の
生
活
雑
排
水
が

家
の
周
辺
の
環
境
を
悪
化
さ

せ
て

い
ま
す

。

下
水
道
を
整
備
す
る
こ

と
に
よ
り

、

し

尿
も
生
活
雑
排
水

も
速
や
か
に
排
除
し
て
、
周
辺
環

境
が
改
善
さ
れ
ま
す

。

-
ト
イ
レ
が
水
洗
ト
イ
レ
に
か
わ

り
ま
す

。

く
み
取
り
ト
イ
レ
は
、

悪
臭
の

原
因
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
伝

染
病
の
媒
体
と
な
る
蚊
や
ハ
エ
の

温
床
と

な
る
な
ど
の

弊
害
が
あ
り

ま
す
が
、
下
水
道
を

整
備
す
る
こ

と
に
よ
り
、
水
洗
ト
イ
レ
を
使
用

す
る
こ
と
が
で
き

、

お
年
寄
り
ゃ

子
ど
も
も
安
心
し

て
ト

イ
レ
を
使

う
こ
と
が
で
き
る
よ

う

に
な
り
ま

す
。

一
方
、
浄
化
槽
に
よ
っ

て
す
で

に
水
洗
ト

イ
レ
に
し

て
い
る

家
庭

で
も
浄
化
槽
の
維
持

・

管
理
費
用

が
い
ら

.

な
く
な
り
ま
す

。

-
川
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す

。

瀬
戸
内
海
に
流
入
す
る

重
信
川

の
流
域
で
あ
る

川
内
町
は
、

積
極

的
に
瀬
戸
内
海
の
汚
染
防
止
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
本

町
の
下
水
処
理
方
式
は
、
赤
潮
の

発
生
原
因
で
あ
る
富
栄
養
化
の
防

止
に
も
対
応
で
き
る
方
式
を
採
用

し

て
い
る
た
め
、
河

川
や
海
の
保

全
に
貢
献
し
ま
す

。

-
下
水
道
の
し
く
み

下
水
道
の
施
設
は
、
下
水
管
(管

渠
)
、ポ
ン
プ
場
、
処
理
場
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
各

家
庭
や

事
業
所
か
ら
集
め
ら
れ
た
汚
水
は
、

処
理
場
で
、
微
生
物
に
よ
り
有
機

物
を
分
解
す
る
(
生
物
処
理
法
)

方
法
で
き
れ
い
な
水
に
し
て
放
流

し
ま
す

。

都
市
部
に
お
い
て
は
、
下
水

道

の
役
割
の

一
つ
に
浸
水
の
防
止
が

あ
り
ま
す
が
、

川
内
町
に
お
い
て

は
、
浸
水
被
害
も
少
な
い
た
め
に

、

汚
水
の
み
を
下
水

管
に
受
け
入
れ

収
集
す
る
方
法
を
採
っ
て
い
ま
す

。

-
川
内
町
の
下
水
道
事
業
計
画

川
内
町
の
公
共
下
水
道
計
画
区

域
は

、

市
街
化
区
域
と
市
街
化
調

整
区
域
内
の
宅
地
及
び
都
市
計
画
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区
域
外
の
住
宅
密
集
地
域
で
あ
る

横
灘
団
地
、
山

田
団
地
、
保
免

・

一
ヶ
谷
地
区
の
一
部
で
す
。

こ
れ
ら
の
区
域
に
つ
い
て
は
順

次
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

現
在
は
、
第
一
次
の
認
可
区
域
で

あ
る
吉
久

・

南
方
と
市
街
化
区
域

の
整
備
を
急
い
で
お
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
区
域
の
総
面
積
は
、

約
二
二
三

ヘ
ク
タ
ー

ル
、
人
口
は

町
の
人
口
の
約
七
五
パ
ー
セ
ン
ト

に
当

る
九
、
三
O
O
人
の
下
水
処

理
を
目
標
と
し
て
い
ま
す

。

下
水
処
理
場
(
川
内
浄
化
セ
ン

タ
ー

)
は
、
吉
久
地
区
の
高
速
道

路
の
南
側
に
建
設
中
で
、
第

一
次

合併処理浄化槽の設置
補助対象地域変更の

お知らせと、来年度の設置
補助希望者の募集

の
認
可
部
分
は
今
年
度
末
に
完
成

し
、
運
転
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

平
成
八
年
度
か
ら
布
設
を
進
め

て
お
り
ま
し
た
下
水
管
渠
に
面
し

た
地
域
の
皆
さ
ん
に
と

っ

て
は
待

望
の
下
水
道
の
使
用
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

今年度末の公共下水道の一部供用開始及

び、今後の下水道整備計画に伴い、合併処

理浄化槽の設置補助対象地域が変更になり

ます。

補助対象地域及び補助金額は、下記のと

おりです。なお、適用は平成13年 4 月から

となります。

また、来年度の設置補助希望者を募集し

ます。補助対象地域の方には、区長さんを

通じて「合併処理浄化槽設置希望届」を配

布します。必要事項を記入して、 9 月末日

までに水道課にご持参ください。

来
年
度
か
ら
下
水
道
が
使
え
る

区
域
の
面
積
は
、
約
八
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
約

一
、
五
O
O
人
の
方
が
使

用
可
能
と
な
る
見
込
み
で
す
。
こ

れ
に
伴
う
制
度
の
条
例
化
を
行
い

ま
し
た
の
で
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で

順
次
ご
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

十
月
号
で
は
、
公
共
下
水
道
受

益
者
負
担
金
制
度
に
つ
い
て
、
ご

紹
介
し
ま
す
。

公
共
下
水
道

事
業
に
関
す
る
ご

質
問
や
ご
意
見
は
、
役
場
水
道
課

下
水
道
係
(

宮
9
6
6

・

2
2
3

8
)
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

口問い合わせ先

詳しいことは、川内町役場水道課

宮966-2238 (直通)まで

補助金額一覧表(一般住宅)

延べ床面積 人槽 補助金額

130m'未満 5 人槽 515 ， 000円

130m'以上 7 人槽 721 ， 000円

台所及び浴室
10人槽 1 ， 030 ， 000円が 2 箇所以上

ぬ
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『
白F】そ
の
う
ち

'
h

ま
と
め
て
払
い

た
い
の
で
す
が
?

.
，
d
E
二
年
を
過
ぎ
る
と
時
効

-
Aa--

E
F
-
-が
成
立
し
、
後
か
ら
い
く

ら
ま
と
め
て
払
う
と

言
っ
て
も
、

受
け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
う
し

て
保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た
「
未

納
期
間
」
が
十
五
年
を
超
え
る
と
、

将
来
、
年
金
を
受
給
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
(
昭
和
十
六
年
四

月

一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
は
、

未
納
期
聞
が
十
五
年
以
下
で
も
、

受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
)

さ
ら
に

二
年
以
内
の
滞
納
で
も
、

そ
れ
が
も
と
で
障
害
年
金
を
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
と
不
利
に
な
り
ま
す

。

今
す
ぐ
に
納
め
ら
れ
な
い
場
合

は
「
免
除
」
の
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

『
@
】わ
た
し
、
年
金
は

'
h

要
ら
な
い
ん

だ
け
ど
っ
・

-
司
凶

あ
な
た
が
納
め
て
い
る

圃

A

a
-
-

-
F
L
E保
険
料
は
、
現
在
年
金
を

受
け
て
い
る
方
の
費
用
に
な
り
、

将
来
あ
な
た
が
受
け
ら
れ
る
年
金

は
、
そ
の
時
の
現
役
世
代
の
保
険

料
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
ま
す

。

こ
の
よ
う
に
保
険
料
の
納
付
は
、

あ
な
た
の
た
め
だ
け
で
な
く
国
民

全
体
の
責
任
で
も
あ
り
ま
す

。

し
た
が
っ
て
、
あ
た
な
が
「
年

し
ま
す

金
は
要
ら
な
い
」
と
言
っ
て
未
納

に
す
る
と
、
他
の
加
入
者
や
、
現

在
の
年
金
受
給
者
に
も
迷
惑
が
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

図
年
金
制
度
は

危
な
い
の
で
は
?

-
司
凶

い
ま
、
我
が
国
は
、
世

-Aa--

E
F
-
-界
で
例
を
見
な
い
ほ
ど
急

速
な
ス
ピ
ー

ド
で
高
齢
化
社
会
へ

進
ん
で
い
ま
す
。
ベ
ビ
l

ブ
ー

ム

時
代
に
生
ま
れ
た
団
塊
の
世
代
の

人
た
ち
が
年
金
受
給
者
に
な
る

二

十
一
世
紀
前
半
に
は
高
齢
化
の
ピ

ー

ク
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
将
来
に
備
え
、
公
平
で

安
定
し
た
年
金
制
度
を
確
保
す
る

た
め
に
昭
和
六
十

一
年
四
月
に
年

金
制
度
の
改
正
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

そ
の
後
も
、
将
来
の
保
険
料

負
担
が
急
激
に
大
き
く
な
ら
な
い

よ
う
に
見
直
し
が
行
わ
れ
、
先
行

き
、
不
安
が
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
、
制
度
と
し
て
充

実
し
、

安
定
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

『a
F】も
う
二
十
五
年

E
B

納
め
た
か
ら
、

い
い
の
で
は
?

-
司
凶

二
十
五
年
で
納
め
る
義

-Aa--

-
F
』
務
が
終
わ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
国
民
年

金
の
加
入
は

二
十
五
年
で
は
な
く
「
六
十
歳
に

な
る
ま
で
」
で
す
。
途
中
で
や
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

二
十
五
年
と
い
う
年
数
は

、

「
や

む
を
得
な
い

事
情
で
未
納
や
未
加

入
の
期
間
が
で
き
た
場
合
で
も
、

二
十
五
年
以
上
納
め
て
い
れ
ば
、

年
金
を
支
給
す
る
」
と
い
う
だ
け

で
、
通
過
点
に
す
ぎ
ま
せ
ん

。
当

然
、
未
納
に
し
た
分
だ
け
年
金
額

は
減
額
さ
れ
ま
す

。

実
際
に
年
金
を
受
け
取
る
と
き

の
こ
と
を
想
像
し
て
み
ま
し
ょ
う

。

六
十
歳
に
な
る
ま
で
納
め
た
人
が

受
け
取
る
「
満
額
の
年
金
」
が
、

ち
ょ
う
ど
最
低
限
の
生
活
を
保
障

す
る
も
の
で
す
。
も
し

二
十
五
年

し
か
納
め
な
け
れ
ば
、
年

金
額
は

そ
れ
以
下
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。老

後
は
必
ず
や
っ
て
き
ま
す
。

き
ち
ん
と
納
め
て
、
十
分
な
保
障

を
手
に
し
て
く
だ
さ
い

。

.，，-一一一一一一一『、

『 (川 ・、
宮 内 閣年
9 町 い金
6 役 合に
6 場 わ関
福 せす

2 祉 はる
2 課
2 生F
3 金

h ) 係

、、句』一一ー一一一--ノ
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ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

ー
家
屋
の
課
税
対
象
物
及
び

新
築
住
宅
の
税
の
軽
減
に
つ
い
て
i

図住宅を新築山き門塀家具月一流し台などに
まで固定資産税がかかるのですか?また、建てた後に作った

サンテラスや屋外の独立したプレハブの部屋や物置は、どうなりま
すか?

回 門塀くくり戸カーテン 家具家庭用クチ仰ト
がある埋め込み型を除く)、庭木、庭石、灯簡なと、は固定資産

税の対象外です。

評価対象になるものとしては、流し台、造り 付け家具、床暖房施

設、電気設備器具、家庭用昇降機などがあります。

サンテラスの増設は、サンテラスが壁で周囲が固まれているなら

ば、家の床面積に算入されますが、 屋根と柱だけでしたら、而積に

は加算されません。

プレハブ、の部屋や物置は、建物が土地に定着して基礎と一体化し

ている場合は、固定資産税の対象になります。 ただし、ブロック 4

佃程度の上にのっているような簡易なものは、土地に定着性がない

として対象とはなりません。

固定資産税Q&A

固定資産評価補助員がお伺いします/

今年 1 月以降に新築または増築された家屋を対象

に、家屋調査を9月と12月に実施します。 該当する

お宅には、評価補闘員がお伺いしますので、ご協力

をお願いします。

また、今年の 1 月以降に家屋をとりこわした揚合

は、 l凶す税務課(宮996-2224)まで申告してください。

図 次のような住宅を新築しました。 平成12年
度分の家屋に係る固定資産税額はいくらに

なりますか。

1.4 
(税率は一ーとして計算レます。)

100 

・構 造 ・ ・・ ・・・ ・・木造2階建

・建築時期 ー一.... 平成11 年7月

・床面積... •••• .....160rri (全て居住部分)

・平成12年度価格 12 ， 000 ， 000円

③ 平成12年度分の固定資産税額

168 ， 000円- 63 ， 000円 = 105 ， 000円

官
1.4 

(12 ， 000 ， 000円×一)
，~ ~~ ， ~~~ " 100 

新築の住宅に対しては 3 年間の固定資産税の減額

措置が設けられており、一定の要件にあたるときは、

新たに固定資産税が課税されることとなった年度か

ら 3年度分に限り、税額が 2 分の l に減額されます。

なお、 3 階建以上の中高層耐火住宅等については、

一定の要件にあたるときは、新たに固定資産税が課

税されることとなった年度から 5 年度分に限り、税

額が 2 分の l に減額されます。

回 ① 耐部分飢/2の減額措置が受けら
れます。

居住部分割合要件: 160-;-.160 = 1 ~三 泌

床面 積要 件 40ni 豆 160ni 豆 240rrf

価格 要件 75 ， 000円豆 112 ， 000円

② 減額される額

1. 4 120 
12 ， 000 ， 000円×一一 x --.:: x 

100 160 
t=63000円

-税の軽減をうけるには?
所定の申告書に記入していただかなければ軽減

を受けることができません。

(申告書牟の用紙は、役場税務課に備えつけてあります。)
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委
縮
畑一v

事
裁
に

あ
ワ
た
ら
。
。
。

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
け
が
を
し
た

揚
合
で
も
、

国
保
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

国
保
が
加
入
者
の

医
療
費
を

一
時
的
に
た
て
か
え
、
あ
と
か
ら

加
害
者
に
費
用
を
請
求
す

る
こ
と

に
な
り

ま
す

。

ヘ
※
交
通
事
故
な
ど
が
原
因
で
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
で
も
四十
歳

J

f
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
方
は
介
護
保
険
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん

。

\

司
U

警
察
に

1
1

届
け
ま
し
ょ
う

Rイベント情報
第31固老人福祉大会

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
、
す
み

や
か
に
警
察
に
届
け
「
事
故
証
明

書
」
を
も
ら
い
ま
す

。

9 月 15 日(金)

受 付 午前 8 時10分~

開会式 午前 9 時00分~

時-日

回
診
療
を
受
け
た
ら

病
院
で
保
険
証
を
窓
口
に

提
出

す
れ
ば
国
保
に
よ
る

診
療
が
受
け

ら
れ
ま
す

。

同C
回
国
保
の
窓
口
に

l
l

届
け
ま
し
ょ
う

(
届
け
出
に
必
要
な
も
の
)

.

印
鑑

・

保
険
証

・

事
故
証
明
書

警
察
で
「
事
故
証
明
書
」
を
も

ら
っ
た
ら
、
必
ず
国
保
の
窓
口
へ

「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」

川内町中央公民館大ホール

•••••••••••••••••••••••••••••••••• 

第11回公民館交流

三世代クロックー大会

川内町

所

催

-場

-主

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

。

国
保
へ
届
け
出
る
前
に
、
加

害

者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
た
り
、

示
談
を
す
ま
せ
て
し
ま
う

と
国
保

が
使
え
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
示
談
を
結
ぶ
前
に
必
ず
国
保

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

~
~
 

分
分
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時
時
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4削

斗削

午

午

到

-
T

h
H
い
ノ

J
1

日

式

始

決

3

き
開

雨

月

i
z

合

小

9

開

試
※

時-日

ふれあい広場

(重信川河川敷)

所-場

年
一
回
は

電
池
交
換
を

各
家
庭
に
設
置
し
て
お
り
ま
す

戸
別
受
信
機
に
は
、
停
電
時
で
も

受
信
で
き
る
よ
う
に
乾

電
池
が
入

っ
て
い
ま
す

。

(単
二
が
四
本
)

し
か
し
、
長
い
間
取
り
換
え
ず

に
い
る
と

電
池
が
消
耗
し
て

停
電

時
に
使
用
で
き
な
い
ば
か
り
で
な

く

、
液
漏
れ
な
ど
が
生
じ
、
故
障

の
原
因
に
も
な
り
ま
す

。

少
な
く
と
も
年
に
一
度
は
各
自

で
乾
電
池
を
取
り
換
え
ま
じ
よ
う
。

戸
別
受
信
機
の
故
障
や
放
送
な

ど
に
つ
い
て
、
お

気
づ
き
の
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
役

場
総
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

(宮
9
6
6

・

2
2
2
2
)
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県中央家畜衛生推進協議会役員会

公民館交流ノくレーボール大会

直轄砂防事業建設省本省要望

松山外環状線道路整備促進期成

同盟会総会

温泉郡町村議会議員ソフトボール大会

町民大運動会大会役員会

温泉郡三町消防連絡会議

国道494号整備促進期成同盟会総会

松山外環状線道路整備促進期成

同盟会(知事陳情)

7 月 14 日

16 日

17 日

19 日

••••••••••••••••••••••••••••• 

正副議長

常任委員長

議

温泉郡正副議長

常任委員長研修

7 月 12 日

長

長3義

建設省高松地方建設局要望

公民館交流バレーボール大会

直轄砂防事業建設省本省要望

14 日

16 日

長

全議員

議

温泉郡町村議会議員

ソフ ト ボール大会

17 日

24 日

24 日

25 日

26 日

27 日

• 
長

長

議

議

愛媛県国民健康保険団体連合会臨時総会

松山自動車道伊予インタ ー・

大洲インター開通式

保健衛生実践会研修

国土調査中南予ブロ ック協議会

全日本バレーボール小学生大会出場壮行会

松山自動車道千羽ヶ岳トンネノレ貫通式

西国自治大臣 ・ 国家公安委員長就任祝賀会

長

議長ほか

議

国道494号整備促進期成
同盟会総会

松山自動車道伊予インター
. 大洲インタ 一開通式

選挙管理委員会委員当選
証書交付

川内町観光協会いもたき会
前夜祭

26 日

28 日

31 日

8 月 1 日
28 日

29 日

8 月 1 日

2 日

4 日

5 日

6 日

•••••••••••• 
長

長

Z義

議

山鳥坂ダム建設促進建設省

大蔵省要望

松山自動車道
千羽ヶ岳トンネル貫通式

西田自治大臣 ・
国家公安委員長就任祝賀会

人権 ・ 同和教育フェスティパノレ

2 日

4 日

長3義5 日

人権 ・ 同和教育フェスティパル

ど じ ょう汁俳句会
正副議長

ほか
6 日

図
書
寄
贈
の
お
礼

人/lI卜休英美子
竹本千J;古

• 介紹刊新• 

-

東
予
市

-

海
苑
社

-

福
島
大
学
教
育
学
部

後
藤
秀
昭
様

厚
く

お
礼
申
し

上
げ
ま
す

。

「人間・林芙美子」
竹本千万吉 ・ 著

筆者の「歴史の眼」を通して

見た、"愛すべき人間的な嘘H

をつく林芙美子仁会える本。

「とんちんかん道具館」
朝日新聞日曜版編集部編
イラスト・大田垣晴子

消えたモノ、残ったモノ、新

疋に生まれたちの
さまざまな「道具」 をめぐる

63の工 ッ セイ。

「なぜ、おきたのか?
ーホロコーストのはなし一」
クライブ ・ A. ロートン作
大塚 信監修・訳/
石岡史子・訳

人々の無関山によって広がっ
た悲劇を繰り返さないために、

私たちにでさることは ? 

a 
広報かわうち平成12年9月号



力説ラじiItート

川
上
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

優
良
青
少
年
団

知
事
表
彰
受

7 月 21 日、愛媛県女性総合セン

タ ーで行われた青少年の非行問題

に取り組む県民大会において、 川

上ソフ ト ボールスポーツ少年団が、

優良青少年団体知事表彰を受賞し

ました。

• 
流ヂE

J‘ー生学申
• 

••••••••••• 

7 月 25 1=1 ・ 26 日、 川内中学生35名、引率者 8

名の総勢43名が姉妹町の木次町を訪れました。

温かい歓迎を受けた後、生徒会交流や軽スポ

ーツ、夜にはバーベキュー、花火などをして交

流を深めました。

• • 

スポーツ少年団交流
• 
• 
7 月 29 日・ 30 日、木次町のスポーツ少年団一行

51名(内引率者17名)が) 11 内町を訪れました。

歓迎式の後、さっそく民宿家庭でくつろぎ、

楽しいひとときを過ごしました。翌日は、バレ

ーボーノレの交流試合や軽スポーツ、バーベキュ

ーで交流。短い間でしたが、たくさんの友達が

できたようです。

広報かわうち平成12年9月号
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恒例の七夕まつりが 7 月 29

日 _} II内保育園で行われました。

たこやき、かき氷、綿菓子、

金魚すくいなど夜店のほか、

今年は風船芸人の登場もあり、

国内は人であふれました。

• 

愛
媛
夏
季
大
学

7 月 22 日、俳優の下川辰平さんをお招きして愛

媛夏季大学が、中央公民館で開催されました。

「太陽にほえろ」のテーマソングで登場した下

川さんは、「私の多んできた道」と題し、自身の

役者人生について、聴衆に語りかけていました。

8 月 6 日、第四回川内町少

年剣道大会が川|内中学校体育

館で開催されま した。

中予及び東予の一部から小 ・ 中学生90チ

ーム450人が参加しての熱戦の結果は次のと

おりです。(川内町関係分のみ)

第
何
回
記
念

川
内
町
少
年
剣
道
大
会

• 
....................................・

サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル

7 月 31 日、 8 月 1 日、 8 月 22 日に小

児生活習慣病の予防を目的と したサマ

ースク ールが開催されました。

参加 した子どもたちは、まずボデ、イ

ーチェックを受けた後、運動や食事な

どの生活習慣の改善について学習を深

めま した。

.rul~l" 
(小学校低学年の部)

準優勝川内剣道会A

(小学校高学年の部)

第 3 位 川内剣道会

四回
(小学校 4 年生女子)

優 勝 高須賀由喜

中学生が

遺跡発掘

ぬ

8 月 3 日 、 中学生

13名がふるさ と交流

館横で埋蔵文化財の

発掘作業を体験しま

した。

炎天下での作業で

したが真剣に土器片

などの遺物を見つけ

ていました。

広報かわうち平成12年9月号



8 月 6 日、中央公民館大ホールで、

人権 ・ 同和教育フェスティパルが開催

されました。

ラヴインメ ロ ウのな，fyTownかわう

ち J rふるさと 」 の演奏でスタ ート した

フェステイ パルでは、詩の朗読や世界

人権宣言、 そしていろいろな仮装で登

場し会場を沸かせた川内中央読書会に

よる「わたしの平和宣言」 、 人権啓発標

語かるた優秀作品の発表がありました。

アトラク シ ョンをはさみ、後半には、

園児の太鼓や踊り 、そして、 歌と手話

を会場全体で行い、最後にウ ェイ トリ

ー作「子どもの話に耳を傾けよう」の

朗読で閉会となりました。

今年度は、 出演者約200名、出演者を

第23回川内町

人権・同和教
フェスティバ

....r人権啓発標語かるた」

の発表をする児童。

合わせた参加者は550名で、住民参加型のフ

ェスティパノレは、 楽 しみながら人権問題に

ついて考えさせてくれました。

人権啓発標語かるた優秀作品
. く西谷小学校〉

3 年大mt 祥子 ・ た 助け合いみんなのきずな 強くなる
絵 3年大野祥子 2

いー「いけないよJ 言える弱気で なく せるいじめ .ちー ちかづいて話してみよ う ともだち と
2年鋭11時香菜恵 :

絵 2 年桜本可奈子 ・つ つらいこと だまっていないで はなそうよ

2 年 村上沙絞

絵 3 年 f酎l' 燕
2 年 加藤なつみ

絵 3 &Iô 松末 商

2 &下 村上沙綾

絵 2 &1三 tft水沙千子

回
る
駄

て

ら
心

ば
は
音
め
た
立

と
け
別

本
求
う
れ
り
自

こ
だ
差
の
あ
志
や

〉

め
別

の
た

を
子
え
育
い
る

晶

ほ
差
こ
な
手
い
支
教
も
え

作

あ

の

し

権
お
言

秀

き
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い
ん
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に

人

り

優
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夫
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さ
ち
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き

募

き
老

し
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母
子
う
と
ぞ
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応
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の
に

そ

つ
い
な
い
は

般

心
話
り

出

る
育
な
す
ま

一

昔
わ
に
あ
て
め
こ
れ
ス

語

ら
も
終
戸
の
く
冷
起
忘
エ

標

し
て
り
ょ
を
イ

発

か
い
年
で
も
の
子
も

国
国
ぜ
間

千
い

く
が
り
た
て

一

権
な
を

こ
な

ぬ
床
も
ね
い
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人
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に
げ
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て
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な
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ね
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勧
告
親
す
世
そ

州
か
き
く
け
と

領
さ
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せ
そ

()l 1内中学校〉

あありがとう この一言が あたたかい

う 美 しい IIIJをめざ して ごみひろい

えー笑顔はねみんなの心のパスポート

お 同じだよ選別する人 見てる人

6年大野雄二

絵 6 年 林野友希

4年宮城 啓

絵 4 年大量E保奈笑
1 年飯野 修太

絵 1 品!三 越智朔平

て 天までとどけみんなのなかよ しパワー 5 年制本佐登子
絵 5 年;1:;-木裕幸

と ともだちといつでもあえるたのしいがつこう 2 年杉原 樹
出会 2 ~匹 日!列二 守占 砂3

松瀬川仙波 昭子

4会諒\!i ) 1! 寺田フジ ヨ

南方帝~~家奈津子

松瀬川 1J1ln;延辺美

北 方井上 光江

南方向須賀チヨノ

松瀬川 波昔1I ヨ シエ

平和な社会望めない

北 方野中 祝子

ï-~1 方 山本ヨ正義

北 方 山本アツ子

平成1 2年9月号広報かわうち
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川上スポーツ少年団
バレーボール部(女子)が

Á8 月 2 日に行われ

た壮行会にて

<11 2 対 O で勝った
穆清(静岡)戦

8 月 2 1=1 の壮行会で、町民の皆さんから

激励を受けた川上スポーツ少年団バレーボ

ール部は、 8 月 9 日から東京で行われた第20

回全日本ノf レーボーノレ小学生大会に愛媛県

代表として出場。

予選のグループ戦では、上尾(埼玉)に 2 対

O で惜敗したものの、田上(滋賀)を 2 対 1 、

江別ジャンプ(南北海道)を 2 対 O 、穆清(静

岡)を 2 対 O で破り、 全国ベス ト 16に入りまし

た。

決勝ト ーナメント進出(ベスト 8) をかけた

グ、ループ第 3 戦で、吉井小(群馬)に惜しくも

2 対 O で敗れましたが、初の全国大会で好成績

を残しました。

相主
叫』

全璽
国事
優 1
勝宅

川内中学校 2年小倉大輝君

8 月 3 日松山南署管内の柔道少

年 7 名が愛媛県代表として全国瞥
祭少年柔道大会に出場。 川内中学

校 2 年の小倉大輝君がキャ プテン

としてチームを引っぱり、初の全
国優勝に輝きました。

，園、'::::11::'

き薗
事高
に校

場審
松山工業高校 3年菅野俊哉君

県高校総体の柔道佃人100kg級で、

優勝し、全国高校総合体育大会(イ
ンタ ーハイ)に出場。

8 月 10日 、行われた柔道個人100kg

級 l [8]i践で惜しくも敗れました。

，画、 でコc'

き画
事高
l~ 校
出総、
場停

新田高校 3年村上真一君

県高校総体の柔道団体で優勝し

(新田高校)、全国高校総合体育大
会(インターハイ)に出場。

予選リ ーグで平安(京都) を 2

対 1 、倉吉北(鳥取)を 5 対 O で

破り、決勝ト ーナメント進出する
も、 国土館に 3 対 O で敗れました。

少
年
球
技
大
会

(準優勝)

西谷アタック

(敢闘賞)

北方合同

(優勝)

松瀬川|連合

川
内
町
軟
式野

球
大
会

(第 3 位)

東谷プチ リン

(最高殊勲選手賞)
菅原茂雄

(優秀選手賞)
野口信隆

(敢闘賞)

岩瀬

(優勝)

関西リース

(準優勝)

きりてつ

ぬ

大輔

広報かわうち平成1 2年9月号



「みんなのひろば」に耳寄りな情報をお寄せく

f さい。

(役場総務課広報係宮966-2222まで)

清掃ボランティア.~ 

... 
商工会女』性部

7 月 22 日、川内町商工会の女

性部が重信川河川敷の清掃奉仕

を行いました。 強い日射しが照

りつける中、会員は、汗だくに

なりながらごみ拾いに勤しみ、

作業が終わる頃には、もとの美

しい河川敷にな っていました。

••••••••••• 

v登山教室
ボランティアグループ
(福祉館交流促進講座)
8 月 12 日、登山教室ボラ ンテ

ィ アク、、ループ32名が重信川河川

敷で清掃活動を行いました。

約 111寺聞の清掃作業で、準備

していた30枚のごみ袋がすべて

満杯となりました。

参加者は 「今後も清掃活動寄与

を通じて地域に貢献したい」と

意気込んでいました。

婦人会から
ロ廃油石けんづくり講習

日時 9 月 2 日(土)午前 9 時~

場所 健康センタ ー駐車場

服装 長袖 ・長ズボン・ゴム手袋

- タオル

とても簡単です。お誘い合わせで

ご参加ください。

広報かわうち

吟
社
八
月
例
之〉
Z玉Z

. 報
池

選

蜘
谷

平成î2年9月号

大
型
の
匂
徐
け
斜

め
に

ふ
店
か
な
渡
部

栄
樹

迫
火
や
夫
の
座
席
は
そ
の
ま
ま
に
菅
野

美
仰

庭
の
樹
今
秋
、
立
つ
雲
を
纏
ぴ
を
り
樋
口
史
子

よ
し
こ
の
の
リ
ズ
ム
遠，

ナ

近
チ

踊
り
初
む
渡
部

て
る
み

抹
茶
席古
$
か
の
柄
注
し
か
り
仙
波
淑
子

匂
境
子
の
喧
の
奥

の
野
望
か
な
田
中
笹
子

や
も
り

ひ
と
息
に
読
む
ミ
ス
テ
リ
ー
守
宮
の
夜
戒
能
多

喜

下
駄
履
宅
、
の
生
活
な
つ
か
し
赤
と
ん

ぼ
大
下
典
子

稲
の
色
変
へ
る
山
風
あ
り
に
け
り
相
原
初
子

鯛
の
突
如
鳴
き
虫
す
厨
怠
菅
野
美
代

-
雨
上
り
雫
き

ら
め
く
濃
禁
陽
花
宮
崎
越
路

飛
行
機
雲
彼
方
に
仲
が
て
末
高
し
領
家
世
津

白

焼
妻
な
り
ふ
り
か
ま
わ
ず
畑
の
中
野
中
加
寿

早
番
の
何
時

も
の
道
や
今
朝
の
秋
和
田
準

陸
橋
に
人
溜
り
み
る
花
火
か
な
渡
部
五
月

秋
茄
子
の

H
Vが
み
根
性
抗
が
れ
け
り
池

川

鯛
谷

ぬ

準備物

口第 3 回桜学級について

家庭や地域で体調の急変した時や

事故に直面した時など戸惑うことの

ないよう、落ち着いてその処置がで

きるように、みんなで研修しましょ

う。ぜひご出席ください。

日時 9 月 12 日伏)午後 1 時30分

場所中央公民館大ホール

内容 講演

「日常生活の中で

役立つ救急法」

日本赤十字社

事業推進課長

兵頭和夫先生

古新聞 2 日分

ハンカチ、タオル各 1 枚

クラフトテープ(ガムテープ)

動きやすい服装

ロ 9 月EMポ力シづくり

日時 9 月 24 日(土)

午後 7 時30分~

場所 中央公民館大ホーノレ

ゴミ減量にあわせ、秋の野菜づく

りに利用して健康づくりに役立てて

l ください。

講師



治
ラ
由
"
ι

歳
ゃF3jf斗
Z.て売

入
隊
兵
士
見
送
り

こ
の

写
真
は
、
昭
和
十
四
年

一
月
十
日
、
松
山

十
二
連
隊
現
役
兵
と
し
て
入
隊
す
る
兵
士
(
高
須
賀

嘉
隆
さ
ん
)
を
見
送
る
時
に
撮
ら
れ
た

写
真
で
す
。

の
写
真
に
は

川
上
村
立
川
上
青
年
学
校
前
で
撮
影
さ
れ
た
こ

入
隊
す
る
兵
士
を
激
励
す
る
た
め

っ

て
い
ま
す
。

に
集
ま
っ
た
親
戚
の
人
や
、
地
区
の
人
が
大
勢

写

こ
の
写
真
を
撮
っ
た
後
、

へ
行
き
、
兵
士
を
見
送
っ
た
そ
う
で
す
。

み
ん
な
で
横
河
原
駅

(
写真
提
供
斉
院
ノ
木
高
須
賀
嘉
隆
さ
ん
)

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご

一
報
を
/

りmう き

龍樹くん
(9月 1 日生〉

いつもかわいい笑顔で、よちよち歩

く姿。家族みんなのアイドル・パワフ
ルな龍ちゃん、これからもみんなのア

イドルでいてネ.

佐伯

(1~ �) 

川
柳
も
づ
く
吟
社
八
月
例
会
報

喜
撰
亭

黄
昏
に
お
し
ゃ
れ
心
の
浴
衣
着
る

山
仕
事
流
し
た
汗
が
塩
を
吹
く

大
店
舗
人
の
流
れ
を
ね
じ
ま
げ
る

汗
流
し
ふ
首
傾
げ
て
負
け
カ
士

水
手
線
真
っ
赤
に
も
え
て
黄
昏
れ
る

悪
代
官
金
を
計
る
袖
の
下

黄
昏
れ
の
地
震
こ
れ
か
ら
長
い
夜

観
光
地
臼
暮
れ
の
路
地
で
袖
引
か
れ

洗
い
物
流
し
川
治
い
追
い
か
け
る

黄
昏
る
空
へ
貌
父
に
え
誓
い

視
潮
船
渦
に
流
去
、
れ
渦
を
見
る

丸
、
伝
の
、
一
ゐ
主
、
が
見
令
い
袖
に
す
る

十
月
句
会
御
案
内

宿場日
題所時

十
月
七
日
出
午
後
七
時

中
央
公
民
館

違
い

・

結
構
・
恵
む

岡
本
武
士

篠
森
美
登
里

高
岡
紫
温

野
中
友
親

菅
野
美
雪

松
岡
義
国

都
築
登
貴
子

佐
々
木
胡
舟

平
岡
深
舟

山
本
ひ
ろ
志

渡
部
佐
々
良

高
瀬
喜
撰
亭

初
め
て
の
人
も
ど
う
ぞ
参
加
し
て
下
さ
い

。

り l互

理穂ちゃん
(9月 19日生〉

元気で明るく素直な子になってね。
(父・母より)

大西
G互E

来月号は10月生まれの満 1 歳児を募集

します。 9月 5 日までに役揚総務課広

報係へ、写真とコメン卜をお寄せくだ

さい。
選

ぬ
広報かわうち平成î2年9月号



一
口
対
象

就
業
を
希
望
す
る
女
性

口
科
目

ワ
ー

プ
ロ
(
日
商
検
定
3

級
)

口
開
催
日
時

叩
月
日
日
凶
1
1
月
却
日
附
ま

で
の
聞
の
幻
日
(

土
曜
、
日
曜
、

及
び
祝
祭
日
を
除
く
)

口
会
場

松
山
市
山
越
町
4
5
0

番
地

愛
媛
県
女
性
職
業

セ
ン
タ
ー

口
定
員
・
受
講
料

却
名

・
無
料
(
教
材
費
自
己
負
担
)

口
主
催

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

口
受
付
期
間

9

月
初
日
嗣
1
9

月
辺
日
幽

口
申
込
方
法

印
鑑
持
参
の
う
え
、
愛
媛
県
女

ワ
ー
プ
ロ
技
術
講
習
会

受
講
生
募
集

性
職
業
セ
ン
タ

ー

(宮
9

2
3

・

2
2
0
1
)

へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

口 ・・・・・
日 人

権
相
談
所

卑
す

9

月
6

日
附

口
場
所

川
内
町
中
央
公
民
館

口
相
談
内
容

差
別
、
家
庭
内
の
問
題
、
近
隣

と
の
紛
争
、
借
地

・

借
家
、
児

童
・

生
徒
の
い
じ
め
、
体
罰
、

交
通
事
故
な
ど

口
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

午
前
m
i
u
時

い
じ
め
・
な
や
み
等
の

教
育
相
談

口
日
時

毎
週
月

・
火
・
水
・
金
曜
日

午
前
8

時
却
分
1

午
後
5

時

口
場
所

中
央
公
民
館
2

階
教
育
相
談
室

口
内
容

い
じ
め

・

不
登
校

・

学
業
不
振

等
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て
、

本
人
ま
た
は
保
護
者

・

関
係
者

か
ら
の
相
談

口
相
談
員

教
職
経
験
豊
か
な
男
女
の
教
育

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す

。

(
無
料
・
秘
密
厳
守
)

口
電
話
相
談

宮
9
6
6

・

6
1
5
0

.
芝
亘
書
改
黒
斗
目
炎

-

-
3
、
λ
ヨ
司
i
E
主
'
叫
有
木1
=冒

口
相
談
日

月
1

金
曜
日

9

時
却
分
i
m
時
刊
分

口
弁
護
士
相
談
日

木
曜
日
目
時

i
m
時

口
電
話
相
談

2
9
4
5

・

2
3
3
5

口
相
談
場
所

松
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー
(
松
山
市
花
園
町
1

の

3

日
本
生
命
松
山
市
駅
前
ビ

ル
6

階
)

一9

月
は
、
「
障
害
者
雇
用
促
進
月

間
」
で
す
。
昭
和
臼
年
に
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

働
く
意
欲
が
あ
り
、
能
力
も
あ

る
障
害
者
が

一
人
で
も
多
く
職
に

就
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
事
業

主
の
方
た
ち
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

障
害
者
自
立
へ
の
人
の
和

雇
用
の
輪

障
害
者
雇
用
促
進
月
間 口

問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
1

ワ
l

ク
松
山
(
松
山
公

共
職
業
安
定
所
)

宮
9
3
2

・

1
0
1
0
(

内
線
引
け・
幻
)

一
口
対
象

一
般
社
会
人
約
2
5
0

名

口
日
時

9

月
幻
日
回
日
時

i
m
時

口
場
所

愛
媛
大
学
医
学
部
臨
床
第

一
講

義
室

口
テ
ー
マ

『
心
臓
病
を
内
科
で
治
す
か
、

外
科
で
治
す
か
。
』

口
講
師
及
び
内
容

(
司
会
)
附
属
病
院
長

日
和
田
邦
男

(
講
師
)
外
科

学
第
二
教
授

河
内
寛
治

『
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
・

大
動

脈
癌
の
外
科
治

療
』

(
講
師
)
第

二
内
科
講
師

重
松
裕
二

愛
媛
大
学
医
学
部
附
属

病
院
市
民
健
康
講
座

広報かわうち平成12年9月号

ぬ



口口
係愛 問 無 受 治『
(媛 い 講 療狭
宮 大 合 料 料 』心
9 学 わ 症
6 医 せ
4 学 先 心
部筋

5総梗
1務塞
1 課 の
1 庶内
)務存|

口 ・・・・・
日 松

山
市
東
雲
女
子
大
学

講
演
会

主
リ

円
M
H
F

9

月
お
日
出

内
J
t
j
p
b
L
J
F
b

t
j

l

昨
仲
A

せ
4
ノ
(

-

1

昨
附

口
会
場

松
山
東
雲
女
子
大
学

本
館
北
3

階

口
講
師
・
演
題

長
崎
純
心
大
学
教
授

日
本
女
子
大
学
名

誉
教
授

一
番
ケ
瀬
康
子

『
福
祉
は
文
化

i
n
世
紀
の
福
祉
を
考
え
る
j
』

口
申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所

・

氏
名

・

電
話

日
教
室

番
号
及
、
び
『
講
演
会
B

』
希
望

と
記
載
の
う
え
、
次
の
と
こ
ろ

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

(
定員
1
0
0

名
先
着
順
)

口
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

山市
6 東桑
2 雲 原
1 女 3
1 子 丁
)大目

学 2
(番
宮 1

9 号
3 松
l 松山

干
7
9
0

・

8
5
3
1

ロ ー・・・・
日 市

民
の
た
め
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

2
0
0
0

主
寸

9

月
お
日
開
1
m
m日
幽
の
5

日

間

3
寺

1
6

寺

「

]
H
I
H

口
会
場

愛
媛
大
学
法
文
学
部

コ
ン
ピ
ュ

ー

タ
ル
ー

ム
(
第
2

実
験
室
)

口
受
講
対
象

一
般
社
会
人
(
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ

初
心
者
の
方
)

口
内
容

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

、
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

の
使
い
方
か
ら
ホ
l

ム
ペ

ー

ジ
の
作
り
方
ま
で
を
体
験
・

学
習

口
受
講
料
・
定
員

6
、

5
0
0

円
(
テ
キ
ス
ト
代

定
員
加
名

合
む
)

口
講
師

愛
媛
大
学
法
文
学
部
総
合
政
策

学
科
教
授
赤
間
道
夫
ほ
か

口
申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
受
講
証
受
取
人
の
宛
先

を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒
(
返

信
用
切
手
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
)

と
受
講
料

(
6、

5
0
0

円
)

を
添
え
て
、
次
の
申
込
先
ま
で

現
金
書
留
に
て
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

直
接
持
参
い
た
だ
い
て

も
結
構
で
す
。
持
参
の
場
合
に

は
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
の
午
前

9

時
か
ら
午
後
4

時
ま
で
の
聞

に
お
願
い
し
ま
す
。

口
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

松
山

市
文
京
町
3

愛
媛
大

学
法
文

学
部
学
務
係
(
宮
9
2
7

・
9

2
2
0
)
 

干
7
9
0

・

8
5
7
7

口
受
付
期
間

9

月
四
日
幽
ま
で

一

自
賠
責
保
険
(
共
済
)
の

期
限
は
切
れ
て
い
ま
せ

ん
か

自
賠
責
保
険
(
共
済
)
は
、
万

一
の
交
通
事
故
の
際
の

基
本
的
な

対
人
賠
償
を
目

的
と
し
て
、
バ
イ

ク
・
原
付
自
転
車
を
合
む
す
べ
て

の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
保
険
で
す
。

車
検
制
度
の
な
い
バ
イ
ク
・
原

付
自
転
車
は
、
特
に
期
限
切
れ
、

か
け
忘
れ
に
ご
注
意
を
!

u無保険(無共済)車をなくそう H

.9月ごみの収集日・
清掃センター電話 966-4989

1 もえるごみ

収集曜日 収 集 地 域 収集変更日又は収集休止包

月・木
東谷・西谷・土谷・;骨川

変更なし
奥松瀬川天神

咋~ 

火・金
北方東北方西南方東 9 月 1 5 日闘は

南方西 9 月 16 日比)に収集

週

水・土
町西・町東(天神を除く) 9 月 23 日出は

山田横灘団地前松瀬川 9 月 22 自信長)に収集

2 . もえないごみ・粗大ごみ

収集地域
ベγ トボトルー

ガラス空蛍ピン罰覇 空乾 電き 缶池 類類トレイ類
子レピ 光灯

粗大ごみ
もやさないもの

東谷・西谷・土谷・滑川
9 / 4 (月) 9 / 1 1 (月) 9 / 18(月) 9 /25目)奥松瀬川・天神

北方東 ・北方西
9 / 5 (火) 9 / 12(火) 9 /19(火) 9126(火)

南方東・南方西

町西・町東(天神を除く )
山 田・横灘団地 9 / 6(水) 9 / 1 3凶 9 /20(水) 9/27゙k) 
前松瀬川

ぬ
広報かわうち平成12年9月号



-健康センター宮966・2191

0乳幼児相談

日時 毎週水曜日 午前 9 時"" 12時

場所 健康センタ - 1 階

内容 身体計測、 育児相談

持参晶 母子健康手帳

E歪~ヨ
O健康相談・栄養相談

血圧測定、 尿検査を行っています。 健康に関する ことは

お気軽にご相談くださ い。

日時 毎週水曜日 午前 9 時""12時

場所 健康センタ -1 階 運動指導室

0こころの健康相談

精神的に不安定だったり 、 お年寄 りの痴呆等の相談

をお受けしています。

日時 9 月 8 日倹)受付 午後 2 時""4 尚

場所 健康センタ 一及び家庭訪問

(注)予約制ですので、事前に保健婦までご連絡下さ い。

E盃歪週
日 時 対象児と注意事項

種 9 月 1 日倒 3 カ月 ~7 歳 6 カ月の者。

1IE昆A I 
午後 2 1~f~ 3 時

※百 日咳にかかったことがある方は二組混合
(ジフテリア 破傷風) を受付で申し出てく ださい。

ツ 3 ヵ 月 ~4歳の者。
9 月 6 自体) 女 2 日後ツベノレクリン反応判定を行い

午後 2 時~3 11寺 ます。
反 食接種後の入浴は控えてください。

B 3 ヵ 月 ~ 4 歳の者 。
C 

9 )'J 8 1=1 倹)
カ ツベルクリン反応判定を行い、陰性

午後 2 時~3 1時
G 者のみ BCGを接種 します。

Jffi.¥ 
9 月 261=1 0<)

1 歳~7 歳 6 ヵ月の者。

午後 2 11寺~3 1時
会原則 と して麻疹接種後に受けてくだ

疹 さい。

場所 健康センタ ー 2 階

持参晶 母子健康手帳、 予防接種手|帳 、 体温計

9月は「集団食中毒防止月間」

(ーラ菌は保管一い悶激な培吋す一い夏…一室開す)
るのはやめまレょ う。

E霊盟理
Oいきいき健康講座

「増えている前立腺がんについて」

日時 9 月 25 日 (月)午後 1 時30分""3 時

場所 健康センタ ー

講師 国立病院凹国がんセンタ ー

泌尿器科住吉 義光 医師

EE宮主主-JF信長ヨ

8 月 29 日 に実施した基本検診、 女性健診の結果を個別

にお返しします。

日時 9 月 27 自体) 受付午後 1 時30分""3 時

場所 健康センタ - 2 階

持参晶 健康手帳(ない方は当 日さしあげます)

lIlll監理

日 時 9 月 29 日 (剣 受付 午前 7 時30分""9 時

場 所 永野集会所

検診内容 胃、 大腸

検診料金 胃 800円、 大腸 500円

E;$-，"""，;;~-，"~-I~~"'""JIII 

日時

場所

持参晶

毎週月 曜 日 午前 8 時30分""10時

健康セ ンタ ー

印鑑、 登録をしている犬は鑑札、

狂犬病予防注射済票
女不幸な犬をつくらないために も、繁殖を希望 しない場合は不妊 ・
去勢手術に努めま し ょう。

~ß車問週 (診療時間:午前 8 時30分~午後 5 時30分)

日 当 番 医 住 所 電 話

3 日(日曜日) いのうえ小 児科 重信町北野間 955-0055 

10 日 ( 日曜日) くぼた 内科 松山市北栴本IIIT 970-0011 

15日(敬老の日) 百草 石 病 |涜 重信町志津川 964-1234 

17 日(日曜日) 鳩 問 自主形 外科 松山市南梅本I IIJ 970-2020 

23 日 (秋分の日)
凶 mF 内科

重信 111] 牛沸l 964-2200 
クリ ニ ツ ク

24 日 ( 日曜日)
国立療養所

重信町横河原 964-2411 
愛媛病院

平成12年9月号広報かわうち
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夏
に
な
る
と
、

恒
例
の
健
康
診
査

が
あ
る
。

年
々
、
着
実
に

中
高
年
の
体
型
に

な
っ
て
い
る
自
分
は
、
健
診
の
前
に

な
る
と

、
取
り
繕
う
よ
う
に
、
酒
を

控
え
た
り
、
暴
食
を
慎
む
。
そ
れ
で
も
、

年
々
血
液
検
査
の
数
値
な
ど
が
上
が

り
、
成
人
病
の

二
軍
か
ら

一
軍
へ
昇

格
し

つ
つ
あ
る
。

健
診
結
果
に
危
機
感
は
あ
る
が
、

健
診
が
終
わ
る
と
、
そ
ん
な
こ
と
す

っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
い
、
い
つ
、
も
の

腹
十
分
自
の
生
活
に
戻
っ
て
し

ま
う
。

毎
月
、
健
診
が
あ
れ
ば
な
あ
・
:
。

0子育て教室

日時 9 月 19 EI (火) 午前 9 時30分 "'-'12時

場所 健康センタ ー 2 階

対象児 平成10年 4 月 "'-'6 月生まれの幼児とその保護者

(2 歳 3 ヵ月 "'-'5 ヵ月児)

1 )講話「それでいいよ だいじようぶ

~子育て応援 します」

計lif:ijí 愛媛大学教育学部助教授 吉松靖文

2) 集団遊び 3) 手作りおやつ試食会

4) 個別育児相談

周子健康手111長、 アンケート(事前に送村します。 )

0 3 歳児健康診査

日時 9 月 28 日(木) 受付

場所 健康センタ- 2 階

対象児 平成 9 年 1 月 "'-'3 月生まれの幼児

( 3 成 6 ヵ 月 "'-'8 ヵ月児)

身体計測、 ! 日j診、小児科診察、歯科診察、

保健指導(栄養・歯科)

母子健康手 111長、アンケート(事前に送付します)

タオル

午前 9 時"'-'11時

午後 1 時"'-'3 時

午後 l 時"'-'2 時

健康センターか5

コ ップ、

健康センター 2 階

ブラッシング指導、歯科検診、

フッ素 ・ サホライド塗布

周子健康手|帳、歯ブラシ、

1 人200円

受付9 月 21 日(木)

E1駒田陣週

円子明

白

0歯科検診

日時

戸庁
官句、

官

持参晶

料金

r."τ可

笛

持参晶

持参晶

ぬ

場

内

内

内

表紙の写真
8 月 19 日、 川内町夏まつりが川内中学校グランド

で開催されました。

夜店のほか、各種団体の個性あふれるイベン ト 、

そして老若男女を問わない大きな踊りの輪で夏まつ

りは盛り上がりました。

平成12年 8 月 10日現在

住 所 氏 名 年 齢 死亡月日 世帯主

ガリフヤ荘 11121;: 奇~+~ 92 6.30 山本 菊代

則之内 大野千尋 91 7.15 大野 枝

商 注目 大島 85 7.21 大島 日ム

土 谷 佐イI~I îiIí次郎 73 7.27 佐伯康雄

絹川 上 渡部正之 87 7.27 波部正之

添 谷 i渡t}l~ トキ子 86 7.30 波音1; !Çi美

Jjf( 市須賀絵子 47 7.30 ~~}jχl百貝サ~一二

イ主 所 保 護 者 名前 生年月日

rtll 思 和 EEI WJ I測 俊英香 6.22 

もえ 6 .23 
徳 ゴ口ゴ 村上 泰敏 7ζ 〈 ヘ'

Jイヲ 矢 6.23 

下之!lIT 土居貴之
たい しん

6.23 大 J~

ホオ木ミ 唐木 '" 
U、

7 .12 1総 衣

板 jコ 淵列二 仲
>, <

7.17 美 '{f!.

森 荻原 健
しゅう こ

7.21 !利 子

昨年 比
十 75

2 

+129 
(松山南警察署管内)

略称敬分
一計

窓
別
許

の
万
九

高
唱
(
ι

-
戸
山

日生誕お会

C -10人)

C -13人)

C+ 3人)
C+ 4戸)

町の動き (8 月 1 日現在)

広報かわうち

宮崎ごめい福をお祈りいたします

運転中は緊張感の継続を
-高速道大洲まで延伸、交通量増加
・高齢者に対する、思いやりの心を

11 ， 207人

5 ， 290人

5 ， 917人

3 ， 841 戸

交通事故の発生状況
本年

平成1 2年9月号

数

男
女
帯

人
世

口



NO.53 
••••••• 

企ク二木屋敷から井内の山々を

望む

••••••• 

クニ木屋敷と戒能氏
戦国時代、 大熊城主で河野氏め〉
重臣であった戒能備前守通森は 、
河野氏の滅亡とともに出家 し、ク
二木屋敷に閑居した。
通森の子孫は、このク二木屋敷
の住居を井内に移 し (現在の庄屋
元)、帰農して庄屋となる。
庄屋としての戒能氏は幕末まで

続く 。

大熊城跡

4 滝神社の前にある椎の木
の巨木。

役
場
付
近
か
ら
西
谷
を
見
る
と
、

山
が
平
ら
な
所
が
あ
る

。

今
回
の
探
検
隊
は
、

地
元
の
人
が
「

池
ヶ
平
」
と
呼
ぶ
、
こ
の

平
坦
な
頂
き
を
目
指

し

た
。

惣
田
谷
上
の
い
ち
ば
ん
上
の
集
落
手
前
に
あ
る
滝

神
社
の
所

か
ら
左
に
鋭
角
に

折
れ

、

コ
ン
ク

リ
ー
ト

舗
装
の
道
を
歩
く
こ

と
約
十
五
分
、
南
向
き
に

拓
け
た
平
坦
地
に
出
た
。

乙
の
辺
り
が

大
熊
城
主
の
戒
能
氏
の
館
跡
と
い
わ

れ
る
「
ク
ニ
木
屋
敷
」
で
、

ク
ニ
木
屋
敷
か
S

池
ヶ
平

眼
前
に
は
井
内
の

山
々
が
広
が
り
、
手
が
届
く
ほ
ど
に

迫
っ
て

同
ん
与
九
ザ
h
v。

こ
の
場
所
か
ら
更
に

山
道
を
行
く
こ
と
約
十
五
分
、
登
り
が

ゆ
る
や
か
に
な
り
、
「

池
ヶ
平
」
に
着
く

。

樹
木
に
覆
わ
れ
て

い
て
、
全

体
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
残
念
だ
が
、
約

二
五
0
メ

ー

ト
ル
四
方
の
広
大
な
平
坦

地
が
広
が
っ
て
い
る

。


